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　消防団がどのような活動をしているか知っていますか。市では、災害時のみ出動する地域支援
団員を含め、950人の団員が地域に密着し、市民の安全・安心を守っています。

　団員のほとんどは、仕事と消防団活動を両立させています。
　団員が所属する区域や隣接する区域で火災などの災害が起こると、東三河消防指令センターからの連絡
を受けます。仕事優先ですが、職場の理解と協力を得て昼夜を問わず現場に出動します。 地域を守る消防団!地域を守る消防団!

「地域支援団員」が協力しています

消防団の活動とは

仕事と消防団活動を両立します
この特集は、市民編集委員が企画しました。

新城市消防団班割図 H26.4.1
※人数は方面隊の隊員数です。

第５方面隊
125人

第３方面隊
112人

第４方面隊
178人

第２方面隊
133人

第１方面隊
262人

第６方面隊
130人

 市内では、どういった方が消防団員とし
て活躍しているのでしょうか。その職種
は、会社員、公務員、自営業などさまざま
です。年齢も、20歳から54歳までと幅広
く、平均年齢33歳で合計950人が在籍して
います。また、昨年度から女性が入団し、
現在２人が活躍しています。

　消防団は消防組織法に基づ
き、市に設置されている消防機
関です。地域における消防防災
のリーダーとして、平常時・緊
急時を問わず地域に密着し、住
民の安全と安心を守るという重
要な役割を担っています。
　現在の団組織は、団本部・
ラッパ分団および地区ごとに
13分団42班で構成されており、
「地域を災害から守る」という
使命感のもと、全950人の団員
が在籍し活躍しています。

　全ての団員は、18歳から39歳までの「基本団員」と、39歳以上の「地域支援団員」に分かれていま
す。地域支援団員は、災害時のみ出動するものとして平成21年４月から始められました。これは、不足
している地域での団員数の確保を目指す目的で、現在179人が活躍しています。
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20歳～25歳／70人

26歳～30歳
／247人

41歳～45歳
／91人

46歳以上／16人

今年度の年齢構成

31歳～35歳
／310人

36歳～40歳
／216人

消防団員在籍年齢状況

5年未満
／546人

5年以上
10年未満
／255人

10年以上
15年未満／116人

15年以上
20年未満／32人

20年以上
25年未満／1人

会社員
／672人

公務員
／91人

自営業者
／84人

今年度の職業構成

家族従業員／46人
団体職員／37人 そのほか／20人

18歳に到達した日に属する
年度の翌年度の初日から39
歳に到達した日の属する年
度の末日までの間にある者

39歳に到達した日に属する年
度の末日を経過した者
上限はなし

基本団員、地域支援団員の比較表

基本団員

任　　務 全ての消防事務に従事

なし

基本的に、災害時のみの出動

22,000円以上（条例による）6,000円

3,000円 3,000円

5年以上経験がある消防職団員
そのほか団長が認める者

年齢制限

資格要件

報　　酬

出動割交付金

地域支援団員

950人が在籍
しています 平成25年度

消防団観閲式
平成25年度
消防団観閲式
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　現在、消防団員数は全国的に減少傾向にあり、本市でも確保が難しくなっています。しかし、地域
の防災力を保つためには、多くの消防団員が不可欠です。
　働いている方、女性の方、学生の方、皆さんの入団をお待ちしています。
入団資格　市内に居住または、勤務する18歳から39歳までの男女で、心身ともに健康な方
　興味のある方は、消防総務課へお問い合わせください。　　　　消防総務課  　22‐4801

消防団員募集中!　～あなたの力が新城を救います～

問 消 TEL

　消防士は市の職員で、火災、救助、救急活動などを
専門的に行うスペシャリストです。しかし、市内499
平方キロメートルもの広大な面積を消防士だけでは対
応できません。そこで、地域を熟知している消防団員
が連携し、被害の拡大を抑えることが重要です。
　消防団員は、火災現場へは原則として、活動服、編
み上げ靴、ヘルメット、手袋を着用して、消防団車両
で出動します。水利の確保、交通整理をはじめ、消防
士が消し終わった火事場の残火処理を行います。ま
た、一部放水する場合もあり、指揮官や団長などの指
示に従いながら行います。
　消防団の活動は、消火だけではありません。土砂崩
れ、河川の氾濫での対応や避難誘導、川・山での行方
不明者の捜索などさまざまです。東日本大震災では、
消防団員が救助活動をすることによって、多くの人た
ちを助けることができました。また、平常時には、防
火啓発活動や消火・操法訓練などを行い、いつでも迅
速に出動できる態勢を整えています。
　このように、消防団員は非常勤公務員という身分の
もと、消防士と連携し地域を守っているのです。

消防士との連携
女性消防団員インタビュー

主な消防団活動

辞令交付式4月

消防団操法大会6月

自主防災会地震防災訓練8月

火災想定訓練11月

年末夜警12月

消防出初式1月

消防団観閲式3月

新城分団  第４班
牧野佑美さん（２年目）

千郷分団  第３班
山下　葵さん（１年目）

入団のきっかけは。Q
　地元に住み、商売をさせていただいてい
るなか、消防団のお誘いを受けたので入団
することにしました。

　数年前テレビで女性消防団員の活躍して
いる姿に憧れを抱いていたこともあり、今
年、思い立って入団しました。

入団して良かったことは。Q
　昨年末の火事は自宅の目の前でした。
　地元の消防団員をはじめ、たくさんの方
に助けていただき、自宅への焼失も最小限
に収まったのではないかと思います。
　良かったと言うわけではないのですが、
自分が消防団に入っていなかったら、気づ
かなかったようなことに気づけました。

　地域住民が安心して暮らせる町づくり
に、自分も少しでも貢献できているのかな
と、消防団の活動を通じて感じることで
す。

現場活動や操法訓練の印象は。Q
　実際、火事場は大変でした。
　火事場には男、女は関係なく、目の前の
火事に対して自分のできることなんて、本
当に少ししかありませんでした。

　操法訓練には仕事で思うように参加でき
ませんでしたが、大会では千郷分団3班の
チームワークを発揮できたと思います。
　指導者の指導が的確で、怪我なく操法の
大会を乗り越えることができました。

最後に、これから入団しようか迷っている方へのメッセージをお願いします。Q
　火事場に男女は関係ないです。
　女性でもできることはありますし、防災
意識が高まるのではないかと思います。

　迷っているなら入団をおすすめします。
　何事も経験だと思います。それも自分の
成長につながります。

消防団員として苦労することはありますか。
また、入る前、不安ではありませんでしたか。

Q

　班員にめぐまれたおかげか、まったくあ
りませんでした。

　できるだけ消防団活動に参加したいので
すが、やはり仕事との両立が難しいです。

after afterbefore before
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TEL

防災安全課
23‐7660

問 本

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に
関
す
る

「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
ま
す

　
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ

れ
る
と
、
９
月
９
日
㈫
か
ら
市
内
に
あ

る
携
帯
電
話
に
対
し
「
緊
急
速
報
メ
ー

ル
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
受
信
料
は

無
料
で
、
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
は
、
が
け
崩

れ
や
土
石
流
の
災
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
時
に
届
き
ま
す
の

で
、
避
難
に
備
え
る
よ
う
、
周
り
の
状

況
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
市
か
ら
の
情
報
な
ど
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

配
信
対
象
携
帯
電
話

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
対
応
機
種

県
建
設
部
砂
防
課

　
（
０
５
２
）
９
５
４
‐
６
５
６
０

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
参
加
者
募
集

　
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
災

地
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け

付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災
地
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部
が
設
置
さ
れ
、

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
本

部
を
運
営
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

　
あ
な
た
の
「
ち
か
ら
」
が
被
災
地
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぎ
、
復
興
へ
の

　いつ発生してもおかしくない地震。防災・減災に関心を持つことが、災害に強いまちをつくります。
　家庭でも家具の転倒防止、備蓄品、防災行政無線の点検、避難場所や緊急連絡先の確認など、この機会
に家族全員で防災について話し合いましょう。
 ８月31日㈰は自主防災会の統一訓練日です。地域の自主防災訓練に積極的に参加し、防災・減災の意識
を高めましょう！　訓練に伴い、午前９時に防災行政無線で訓練放送を実施します。ご協力ください。

道
を
照
ら
し
ま
す
。

10
月
５
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
受
け
付
け
は
9
時
30
分
か
ら
）

し
ん
し
ろ
福
祉
会
館　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

で
、
防
災
に
興
味
・
関
心
の
あ
る

方
、
す
で
に
講
座
を
受
講
さ
れ
た

方30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料
（
昼
食
は
自
己
負
担
）

９
月
22
日
㈪
ま
で
に
防
災
安
全
課

ま
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
23
‐
５
６
１
８

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

発生時の安全確保行動1‐2‐3（Drop,Cover,and Hold On）

姿勢を低く 頭を守り じっとする

　
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
医
療
や

救
急
業
務
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
に
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
57
年
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
日
を
含

む
１
週
間
を「
救
急
医
療
週
間
」
と

し
て
、
救
急
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
救
命
講

習
会
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

救
急
車
の
適
正
利
用

　

救
急
車
の
出
場
件
数
は
全
国
的
に

増
え
、
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

人
の
約
半
数
が
入
院
を
必
要
と
し
な

い
軽
症
で
す
。「
便
利
だ
か
ら
」
な

ど
、
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
要
請

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
緊
急
性
の
あ

る
病
気
や
け
が
を
し
た
人
へ
の
対
応

に
支
障
を
来
す
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
あ
る

資
源
で
す
。
み
ん
な
で
上
手
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

　

１
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め

に
、
心
肺
蘇
生
法
は
、
よ
り
有
効
に

よ
り
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
　

ご
存
知
の
方
も
そ
う
で
な
い
方

も
、
こ
の
機
会
に
新
し
い
救
命
処
置

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

９
月
７
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午
（
３
時
間
）

消
防
署　
作
手
出
張
所

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異
物
除

去
法

中
学
生
以
上

15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
消
防
署
作

手
出
張
所　
37
‐
２
４
６
６
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
き
ま
し
て
は

応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
そ
の

後
の
治
療
は
各
自
で
お
願
い
し
ま

す
。

時所対￥ 内定持他 応

9月1日は防災の日
～減災の　はじめの一歩は　地域から～

「
あ
い
ち
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」

参
加
者
募
集

　
県
防
災
局
災
害
対
策
課
　
　
　
　
　

　
　（
0
5
2
）
9
5
4
‐
6
1
4
9

　
県
で
は
、
大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た

際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
場
に
応
じ
た

身
の
安
全
を
確
保
す
る
訓
練
（
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
）
を
実
施
し
ま
す
。

９
月
１
日
㈪

正
午
か
ら
１
分
間

※
独
自
に
設
定
し
た
日
時
で
実
施
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

時
報
を
合
図
に
、
地
震
か
ら
身
の

安
全
を
守
る
行
動
「
姿
勢
を
低
く
」

「
頭
を
守
り
」「
じ
っ
と
す
る
」
を
約

１
分
間
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ど
な
た
で
も

８
月
31
日
㈰
ま
で
に
、
住
所
、
所

在
地
の
郵
便
番
号
、
氏
名
（
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
な
ど
を
推
奨
）
ま
た
は

企
業
名
な
ど
、
参
加
人
数
を
記
入

の
上
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
お
預
か
り
し
た
情
報
は
、
参
加
状
況

の
把
握
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

w
w
w
.aichi0901.jp

　
（
０
５
２
）
９
５
４
‐
６
９
１
１

問
TEL

問 時所対定￥応
TEL

問時内対応
TELFAX

hp

消
防
署
救
急
担
当
　
　
22
‐
1
1
1
9

問

TEL

消

TEL



　
「
投
票
所
入
場
券
」は
、10
月
13
日
㈪

に
郵
送
し
ま
す
。

 

投
票
所
入
場
券
に
は
、
有
権
者
の
皆

さ
ん
が
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
投

票
所
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
を

忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
と
き

は
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

選挙

候補者

新
城
市入

場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
立
候
補
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

１　
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

２　
平
成
６
年
10
月
20
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

３　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①　
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

②　
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
耕
作
に
従
事
す
る

日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

あ
る
方

③　

①
の
面
積
の
農
地
に
つ
い

て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
、
ま
た

は
株
主
で
、
耕
作
に
従
事
す
る
日

立
候
補
で
き
る
方

数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
あ

る
方

　
立
候
補
の
届
け
出
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理
人

可
）
届
け
出
に
必
要
な
書
類
を
配
布

し
ま
す
。

９
月
25
日
㈭　
午
後
１
時
30
分

旧
市
民
体
育
館
第
１
、
第
２
会
議
室

10
月
12
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

旧
市
民
体
育
館
第
１
、
第
２
会
議
室

期日前
不在者

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
買
い

物
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る

方
は
、
投
票
日
の
前
に
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
裏

面
の
「
宣
誓
書
」
に
あ
ら
か
じ
め
ご

記
入
い
た
だ
く
と
、
投
票
の
受
け
付

け
が
早
く
で
き
ま
す
。

●
場
所

●
期
間

　
10
月
13
日
㈷
〜
18
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
期
日
前
投
票

所
が
選
挙
区
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
の
選
挙
区
の
期
日
前
投
票

所
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
外
に
滞
在
ま
た
は
旅
行
中
の
方

は
、
滞
在
ま
た
は
旅
行
先
の
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
郵
便

を
利
用
し
た
投
票
手
続
き
と
な
り
、

日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
前
投
票

投票　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製

し
、
３
月
31
日
に
確
定
し
た
新
城
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

●
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市

に
住
所
を
有
し
、
平
成
６
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
前

述「
立
候
補
で
き
る
方
」
の
条
件

３
に
該
当
す
る
方
で
す
。

●
本
市
か
ら
転
出
し
た
方

平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
市
か

ら
転
出
し
た
方
は
、
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
選

挙
期
日
ま
で
に
再
転
入
し
た
方

は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
市
内
で
住
所
の
変
わ
っ
た
方

平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
市
内

で
住
所
の
変
わ
っ
た
方
は
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
方

不
在
者
投
票

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
届
け
出
の
受
け
付
け

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

※写真はイメージです。
　本文とは関係ありません。

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
行
政
課
）　
　

23
‐
7
6
1
7

TEL

問

時所時所
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農
業
委
員
会
は
、
農
地
利
用
の
確

保
や
効
率
的
な
利
用
の
促
進
、
農
業

経
営
の
合
理
化
な
ど
、
農
業
に
携
わ

る
方
の
利
益
を
守
る
代
表
機
関
と
し

て
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
　

10
月
29
日
㈬
に
市
農
業
委
員
の
任

期
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
告
示
日
（
10
月
12
日
㈰
）

に
立
候
補
者
が
定
数
（
新
城
10
人
、

鳳
来
６
人
、
作
手
４
人
）
を
超
え
な

い
選
挙
区
は
投
票
を
行
わ
な
い
た

め
、
入
場
券
は
郵
送
し
ま
せ
ん
。

選
挙
区　

期
日
前
投
票
所

新　
城　
市
役
所　
東
庁
舎

鳳　
来　
総
合
支
所　
ロ
ビ
ー

作　
手　
総
合
支
所　
西
庁
舎

あなたの地域の投票所
選
挙
区

新　

城

鳳　

来

作　

手

投票区

中部

杉山

野田

豊島

東郷西

東郷中

東郷東

舟着

八名南

八名北

長篠

能登瀬

大野

巣山

鳳来寺

海老

連谷

布里

愛郷

山吉田

黄柳野

鳳来東

菅守

開成

巴

協和

新城市勤労青少年ホーム

ちさと館（西部公民館）

野田公民館

千郷西こども園

東郷西小学校体育館

東郷中こども園

東郷東こども園

塩沢構造改善センター

富岡ふるさと会館（富岡公民館）

庭野公民館

鳳来開発センター

東部高齢者生きがいセンター

鳳来中央集会所

巣山老人憩の家

玖老勢コミュニティプラザ

海老構造改善センター

旧連谷保育園

鳳来西小学校体育館

愛郷公民館

山吉田トレーニングセンター

旧黄柳野小学校体育館

鳳来東小学校体育館

農村集落多目的共同利用施設

作手小学校北校舎体育館

作手小学校南校舎

農村環境改善センター

投票所 行政区

東新町、西新町、本町、入船、新城中町、栄町、橋向、
的場、弁天

長篠西、本郷、内金上、内金下、富保、蔵平、小川、
栗衣、大平、本久

浅畑、下平、東矢田、寺林、大峠、引地、下吉田
（旧行政区阿寺大沢に限る）、大野、井代、睦平、細川

黒瀬、西田原、東田原、岩波、南中河内、北中河内、
明和
長者平、鴨ケ谷、市場、作手須山、北畑、野郷、作手
川合、相寺
和田、見代、戸津呂、杉平、赤羽根、小林、東高松、
大和田、田代

橋平、湯谷、槙原、ドウデイ、柿平、能登瀬、名越

片山、徳定、山、臼子、今出平、杉山、石田

諏訪、野田、中市場、稲木、上市場東住宅

大野田、豊島、川田、川田原、上市場西住宅

平井、上平井、矢部、富沢、富永

大宮、牛倉、須長、八束穂、竹広、川路 

浅谷、出沢、横川、大海、有海、緑が丘

市川、塩沢、鳥原、吉川

小畑、中宇利、富岡東部、富岡中部、富岡西部

黒田、庭野 、一鍬田、八名井、東清水野

秋葉巣山、七郷一色

玖老勢、副川、門谷

海老

四谷、連合

布里、只持、一色、塩瀬、源氏

島田、恩原、大輪、湯島 

下吉田（旧行政区阿寺大沢を除く）、上吉田、竹ノ輪

多利野、黄柳野

名号、鳳来川合、池場

守義、菅沼、木和田、善夫

投票日
10/19㈰
午前7時～午後8時
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TEL

問
本
市
民
自
治
推
進
課

　
23
‐
7
6
9
2

秘書広報課　　23‐7618　　23‐7296
hisho-2@city.shinshiro.lg.jp

TEL FAX問 本
em

時

所

第
２
回

新
城
市
若
者
政
策
ワ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た

　

第
２
回
若
者
政
策
ワ
ー
キ
ン
グ
が
６
月

12
日
、
市
消
防
本
部
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　各国の若者が集まるニューキャッスルアラ
イアンス会議に新城の代表として参加しまし
た。ヨーロッパには、若者が選挙で選ばれ構
成される「ユース議会」があり、若者が市政
に参加する仕組みが整っています。

　「新城でも若者の意見が反映する仕組みをこ
の若者政策ワーキングで作っていきたい！」
　次回以降、若者が意見を言える場「若者議
会」の骨組みを議論していきます。

公式facebookとLINEを開設していま
す。若者に関するお得な情報をお届け
します。興味のある方はぜひご登録を
お願いします。

・自己紹介
　（地域おこし協力隊）
・前回のおさらい
・ニューキャッスル
　アライアンス会議の報告
・アイスブレイク
・ワークショップ、発表

ワークショップ「新城のウィークポイントと未来予想図について」

ニューキャッスルアライアンス会議の報告

新城の現状の課題（ウィークポイント）と具体的政策（未来予想図）について
グループに分かれて話し合いました。

歴史のまちにしよう!

「馬防柵の専門的ガイド、
戦国アイドル、

体験型ツアーを開催」

今年度から活躍中の地域おこし協力隊員の４人がメンバー
に加わりましたので紹介します。

 市では地域自治区ごとに、その地域の皆さんとお話をして、地域
の課題やご提案をいただく「地域意見交換会」を開催します。多
くの皆さんのご参加をお待ちしています。
９月下旬から10月にかけて
10の地域自治区ごとに設定します。

※詳しい日時、場所については後日お知らせします。

山田辰徳さん 藤田真利さん 浅井理孝さん鈴木孝浩さん

杉木里帆さん

特色のある学校を作ろう!

「市内中学校完全英語化」

市民が集まれる場を作ろう!

「スポーツフェス大会の開催」

自分の暮らす地域について
市長と皆さんで
語り合いませんか

提案型市制施行10周年記念事業の募集期間の延長について

　来年平成27年度は市制施行10周年を迎えます。この節目の年に、市では皆さんが一緒になっ
て10周年を祝っていただける事業を募集しており、応募期間を９月30日㈫まで延長します。
１．対象団体

市内に在住、在学または在勤する方が所属する団体
２．補助の対象となる事業

10周年を記念して新たに行う事業で、次の①から③のいずれにも該当する事業
①広く市民を対象に実施する事業
②国、地方公共団体、民間団体などほかの制度による補助、委託などを受けていない事業
③平成27年５月１日から平成28年２月28日までに実施する事業
ただし、主な事業を市外で実施する事業、宗教活動、政治活動、営利活動を目的とする
事業などは補助対象とはなりません。

３．補助金の額
補助対象となる経費の10分の９で、１団体あたり30万円を限度とする。

４．申請の受け付け
９月30日㈫まで

　申請書類は秘書広報課に用意してあります。詳細については、秘書広報課にお問い合わせ
ください。

地 域 意 見 交 換 会 開 催



転
ば
ぬ
先
の
お
達
者
教
室

〜
転
倒
予
防
教
室
〜

　
筋
力
が
低
下
す
る
と
、
バ
ラ
ン
ス

能
力
も
衰
え
、
転
倒
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
10
回
の
教
室
に
参
加
し
て
、

転
ば
な
い
身
体
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。　午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

新
城
・
鳳
来
・
作
手
の
各
保
健
セ

ン
タ
ー

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
転
倒
予
防
の
た

め
の
運
動

※
１
回
目
と
９
回
目
は
体
力
測
定
が

あ
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方

各
保
健
セ
ン
タ
ー　
25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

平
成
27
年

１
月
６
日
㈫
、13
日
㈫
、20
日
㈫
、

26
日
㈪

２
月
３
日
㈫
、10
日
㈫
、16
日
㈪
、

24
日
㈫

３
月
２
日
㈪
、10
日
㈫

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
３
日
㈬
、10
日
㈬
、17
日
㈬
、

24
日
㈬

10
月
１
日
㈬
、８
日
㈬
、15
日
㈬
、

22
日
㈬
、29
日
㈬

NEWS SPOTニューススポットNEWS SPOT ニューススポット
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65
歳
以
上
の
方

40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

認
知
症
介
護
者
の
座
談
会

　
日
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、
ほ
か
の
人

は
ど
の
よ
う
に
お
世
話
し
て
い
る
の

か
、
な
ど
思
っ
て
い
る
こ
と
・
感
じ

て
い
る
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
介
護
し

て
い
る
方
た
ち
と
お
話
し
し
て
み
ま

せ
ん
か
？　
直
接
、
専
門
の
医
師
か

ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま

す
。10

月
30
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

新
城
文
化
会
館
３
０
１
講
習
室

福
祉
村
病
院

副
医
院
長　
伊
苅
弘
之
氏

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

火
曜
塾　
〜
介
護
予
防
教
室
〜

　

介
護
予
防
教
室
「
火
曜
塾
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
お
好
き
な
時
間
に
お
好
き
な

だ
け
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

８
月
26
日
、10
月
28
日
、11
月
25
日
、

平
成
27
年
１
月
27
日
、２
月
24
日
、

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
出
入
り
自
由
）

東
部
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

（
能
登
瀬
）

健
康
体
操
、
健
康
講
話
、
ゲ
ー
ム

な
ど
、
毎
回
内
容
は
異
な
り
ま

す
。

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

無
料

木
曜
塾　
〜
介
護
予
防
教
室
〜

　
毎
週
木
曜
日
に
、
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、
高
齢
者
を
対

象
に
介
護
予
防
教
室
「
木
曜
塾
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
木
曜
日
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
入
浴
施
設
の
利
用
日
で
も
あ
り
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
好

き
な
時
間
に
お
好
き
な
だ
け
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
出
入
り
自
由
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
大
広
間

健
康
体
操
、
健
康
講
話
、
ゲ
ー
ム

な
ど
、
毎
回
内
容
は
異
な
り
ま

す
。

無
料

11
月
５
日
㈬

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
22
日
㈪
、30
日
㈫

10
月
７
日
㈫
、14
日
㈫
、21
日
㈫
、

30
日
㈭

11
月
４
日
㈫
、11
日
㈫
、18
日
㈫
、

25
日
㈫

認
知
症
予
防
教
室

〜
頭
す
っ
き
り
応
援
塾
〜

　
認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳

の
病
気
で
、
85
歳
以
上
で
は
４
人
に

１
人
に
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
ま
ず
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
知
り
ま
し
ょ
う
。

　

歯
科
衛
生
士
、
薬
剤
師
、
栄
養

士
、
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
分
か

り
や
す
い
お
話
が
聞
け
ま
す
。

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

新
城
文
化
会
館
３
０
４
講
習
室

第
１
回　
10
月
２
日
㈭

「
認
知
症
予
防
と
歯
周
病
」

第
２
回　
10
月
９
日
㈭

「
認
知
症
と
く
す
り
」

第
３
回　
10
月
16
日
㈭

「
体
を
動
か
し
て
認
知
症
予
防
」

第
４
回　
10
月
23
日
㈭

「
認
知
症
予
防
と
栄
養
」

※
第
３
回
の
み
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

軽
運
動
場

時所内対定￥

時所

　
平
成
26
年
3
月
31
日
に
地
方
税
法

が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

新
城
市
税
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し

た
。
今
月
は
次
の
税
目
に
つ
い
て
、

改
正
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
改
正

　
現
行
の
12
・
3
％
か
ら
9
・
7
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
26
年
10
月
1
日
以
後
に
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
新
城
市
は
地
方
税
法
の
標
準
税

率
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

②
軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正

　
国
お
よ
び
地
方
を
通
じ
た
自
動
車

関
連
税
制
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成

27
年
度
か
ら
の
軽
自
動
車
税
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は

原
則
と
し
て
４
月
１
日
で
す
。

平
成
27
年
度
の
賦
課
期
日
は
平

成
27
年
４
月
１
日
で
す
。

　

軽
自
動
車
の
廃
車
や
譲
渡
を

さ
れ
る
場
合
は
必
ず
４
月
１
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
そ

の
ま
ま
課
税
さ
れ
ま
す
。

新
城
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

TEL

税
務
課
　　
23
‐
7
6
1
5

問
本

転
ば
ぬ
先
の
お
達
者
教
室
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

TEL

長
寿
課
　　
23
‐
7
6
8
8

問
申

本

バイクや小型特殊車両など
平成27年度からの改正です

車種区分

原　　付

小型特殊

軽二輪（126cc～250cc）
小型二輪（251cc～）

現行税率
（年額）
1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円

50cc以下
51cc～90cc
91cc～125cc
ミニカー
農耕作業用
その他（フォー
クリフトなど）

2,400円
4,000円

4,700円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,400円

3,600円
6,000円

5,900円

改正後の税率
（年額）

軽四輪などの車両
最初の新規検査年月（※1）により異なります。

車種区分

軽三輪

軽四輪
貨物

軽四輪
乗用

現行税率
（年額） （※2）

改正後の税率（年額）

営業用

自家用

営業用

自家用

4,600円

4,500円

6,000円

8,200円

12,900円

3,900円

3,800円

5,000円

6,900円

10,800円

3,100円

3,000円

4,000円

5,500円

7,200円

重課税率（※3）

（例）軽四輪乗用・自家用の場合

（例１）
最初の新規検査年月が平成14年12月以前の車両

平成28年4月1日現在で13年を経過しているので、平成28年度から重課税率適用です。

平成27年度 平成28年度以降

12,900円7,200円

（例２）
最初の新規検査年月が平成16年10月の車両

平成29年度までは現行税率です。平成29年10月で13年経過し、平成30年度から重課税率適用です。

平成27年度 平成28・29年度

7,200円

平成30年度以降

12,900円7,200円

（例３）
最初の新規検査年月が平成27年7月の車両

平成28年度から改正後税率適用です。平成40年7月で13年経過し、平成41年度から重課税率適用です。

平成27年度 平成28～40年度

10,800円

平成41年度以降

12,900円ー

時

時

時 所講定￥ 対定￥

所内対￥所内￥

い    

か 

り 

ひ 

ろ 

ゆ 

き

※１　最初の新規検査年月とは、自動車検査証に記載されている初度検査年月のことです。最初の新規検査が平成15年10
月14日以前の車両の場合、検査年のみの記載で検査月が記載されていません。その場合はその年の12月を検査年月
とします。自動車検査証でご確認ください。

※２　平成27年４月１日以降に最初の新規検査を受ける車両から適用となります。平成27年３月31日以前に最初の新規
検査を受けた車両は、13年を経過するまで現行税率を適用します。

※３　平成28年度以降は、最初の新規検査を受けてから13年を経過した車両について、重課税率適用となります。
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　現在、東三河８市町村（豊橋市、
豊川市、蒲郡市、新城市、田原市、
設楽町、東栄町、豊根村）では、そ
れぞれのまちの個性を生かしなが
ら、一体的な地域づくりを進めるこ
とのできる新たな広域連携体制とし
て「広域連合」設立に向けた準備を
進めています。

東
三
河
広
域
連
合
（仮称）

の
設
立
に
向
け
て

問hp
TEL 東
三
河
広
域
協
議
会
広
域
連
合
設
立
準
備
室

　
0
5
3
2
‐
51
‐
2
3
7
7

http://w
w
w
.east-m

ikaw
a.jp/

出典：平成22年度国勢調査

愛知県
　人口　7,410,719人
　面積　　　5,165㎢
東三河
　人口　　765,687人
　面積　　　1,720㎢

豊根村
人口　1,336人
面積　　156㎢

設楽町
人口　5,769人
面積　　274㎢

新城市
人口　49,864人
面積　　499㎢

蒲郡市
人口　82,249人
面積　　 57㎢

田原市
人口　64,119人
面積　　189㎢

豊川市
人口　181,928人
面積　　　161㎢

豊橋市
人口　376,665人
面積　　　261㎢

東栄町
人口　3,757人
面積　　123㎢

 

広
域
連
合
と
は

 

複
数
の
都
道
府
県
や
市
町
村
が
、
行

政
区
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
域
的
な
地

域
づ
く
り
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
を
行
う
た
め
に
設
置
す
る
、
特
別
地

方
公
共
団
体
で
す
。

 

東
三
河
の
現
状
と
今
後

　
東
三
河
は
、
全
国
と
同
様
に
人
口
減

少
・
高
齢
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
7
6
5
，
6
8
7
人
で

あ
っ
た
人
口
は
、
30
年
後
の
２
０
４
０

年
に
は
約
11
万
人
以
上
の
減
少
と
、
高

齢
化
率
は
約
22
％
か
ら
約
34
・
０
％
ま

で
10
％
以
上
も
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
、
単
独
の
自
治
体
で
は
対
応
困

難
な
課
題
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
力
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
現
状
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
さ
え
も
難
し
く

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

広
域
連
合
は
何
を
す
る
の

◆
広
域
連
携
事
業

　
広
域
的
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
単
独
で
は
実

施
が
難
し
い
広
域
連
携
事
業
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
東
三

河
８
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
ま

す
。（
た
と
え
ば
、
広
域
観
光
振
興
、
広

域
産
業
振
興
、
広
域
環
境
・
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
広
域
防
災
な
ど
）

◆
権
限
移
譲
事
務

　
県
か
ら
の
権
限
の
移
譲
を
受
け
て
、

住
民
に
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
き
め
細

か
く
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。（
た
と
え
ば
、
保
健
所
の
運
営
、
児

童
相
談
所
の
運
営
な
ど
）

◆
共
同
処
理
事
務

　
各
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
事
務
を

共
同
で
処
理
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
向
上
と
効
率
的
な
行
政
に
よ
る
経
費

の
節
減
を
図
り
ま
す
。（
介
護
保
険
事

業
、
消
費
生
活
相
談
事
務
、
障
害
支
援

区
分
認
定
審
査
会
な
ど
６
つ
の
事
務
事

業
の
共
同
運
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

　

広
域
連
合
は
、
東
三
河
全
体
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
を
選
択
し
て
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
設
立
当
初
は
共
同
処

理
事
務
を
行
い
、
順
次
取
り
組
み
を
広

げ
て
い
く
予
定
で
す
。

 

な
ぜ
広
域
連
合
を
つ
く
る
の

 

東
三
河
の
将
来
を
見
据
え
て
、
新
た

な
時
代
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
行
う
に
は
、
一
体
的
に
支

え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
広
域
連

携
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
広
域
連
合
は
、
個
々
の
市
町
村
の
自

立
と
特
色
を
生
か
し
た
ま
ま
、
複
数
の

事
業
を
主
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
、
国
県
か
ら
事
務
や
権
限
の
移
譲
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
広
域
連

携
体
制
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
東
三
河
８
市
町

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
域
連
携

を
強
化
す
る
た
め
「
広
域
連
合
」
の
設

立
に
合
意
し
ま
し
た
。

 

い
つ
か
ら
始
ま
る
の

 

広
域
連
合
の
設
立
に
は
、
市
町
村
議

会
の
議
決
と
県
の
許
可
が
必
要
で
す
。

東
三
河
８
市
町
村
で
は
、
今
年
度
中
の

設
立
と
平
成
27
年
度
か
ら
の
事
業
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2010年 2020年 2030年 2040年

765,687人 約74万人 約70万人 約65万人

22.0

27.7 30.1
34.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0600,000

800,000

750,000

700,000

650,000

総人口（人） 高齢化率（%）

皆さんに広域連合のことをもっと知っていただくため、
今後、「おしえて！広域連合」を掲載していきます。

東三河の人口および高齢化率の推計

広
域
連
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た

　

広
域
連
合
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月
28
日
、

豊
橋
市
公
会
堂
で
開
か
れ
ま
し

た
。
約
６
０
０
人
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
元
総
務
大
臣
で
慶
応

義
塾
大
学
教
授
の
片
山
善
博
氏

の
基
調
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
片
山
氏
は
「
長
い
目
で
見

る
と
地
方
分
権
が
進
む
」
と
見

通
し
、
自
治
体
の
役
割
が
増
え

て
い
く
中
で
の
地
域
づ
く
り
と

し
て
、
地
域
が
連
携
し
て
事
務

を
処
理
す
る

「
広
域
連
合
」

を
ひ
と
つ
の
方

法
と
し
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

東三河地域各種団体代表者によるパネ
ルディスカッションも行われました。
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時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
Information

催
し・行
事

募
集

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
　
　
24
‐
0
0
0
1

　
　
22
‐
1
1
1
2
　
　joho-center@

city.shinshiro.lg.jp

大
人　
　
　
　
　
　
２
１
０
円

小
・
中
学
生　
　
　
１
０
０
円

　
　
文
化
課

　
　
　
32
‐
0
6
4
8

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

「
愛
と
感
動
を
届
け
る
情
熱
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

９
月
13
日
㈯　
午
後
６
時

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

（
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内
）

出
演ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優　
伊
藤
丈
雄

（
元
劇
団
四
季
）

大
人　
　
　
　
２
，
０
０
０
円

小
中
高
生　
　
１
，
０
０
０
円

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
（
入
門
講
座
）

　

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て
み
よ
う

と
し
て
い
る
方
、
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
を
触
る
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡

単
な
文
字
入
力
な
ど
を
や
さ
し

く
、
丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
。

９
月
20
日
㈯

午
前
９
時
15
分
〜
正
午

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18

歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

12
人
（
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

無
料 

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

９
月
11
日
㈭

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
７
４

新
城
市
字
町
並
３
０
４
‐
４

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

「
パ
ソ
コ
ン
ち
ょ
こ
っ
と
相

談
会
」
係

パ
ソ
コ
ン
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
会

　

パ
ソ
コ
ン
で
、
文
書
作
成
ソ

フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
み
て
、
や
り
方
や
機
能
が
よ

く
分
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

の
方
を
対
象
に
「
こ
ん
な
文
書

を
作
り
た
い
け
ど
や
り
方
が
分

か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
相
談
を

お
聞
き
し
ま
す
。

９
月
25
日
㈭

午
前
９
時
〜
11
時

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

無
料 

前
日
ま
で
に
、
相
談
し
た
い

内
容
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

９
月
24
日
㈬

催
し・行
事

募
集

　
　
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
講
座
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。

 

今
回
は
「
自
立
で
き
る
心
の
た

く
ま
し
さ
と
、
思
い
や
り
を
持
つ

子
ど
も
に
育
て
る
た
め
の
子
育
て

講
座
」
で
す
。

９
月
４
日
㈭ 

、
25
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時

※
２
回
連
続
講
座

新
城
こ
ど
も
園

「
乳
幼
児
期
の
大
事
な
子
ど
も

へ
の
関
わ
り
」

未
就
学
児
の
保
護
者

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

筆
記
用
具

３
歳
未
満
児
に
限
り
託
児
有

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

催
し・行
事
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募
集
募
集

そ
の
ほ
か

そ
の
ほ
か

手
当
て

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
0
5
1
2

「
平
澤
　
寛
写
真
展

40
年
目
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
ふ
る

さ
と
門
谷
」

　
１
９
７
５
年
か
ら
１
９
７
７
年

ご
ろ
、
40
年
ほ
ど
前
に
撮
っ
た
ふ

る
さ
と
「
門
谷
」
と
今
の
「
門

谷
」
を
再
び
撮
影
し
ま
し
た
。
写

真
で
見
る
門
谷
の
今
、
昔
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

９
月
１
日
㈪
〜
29
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　
表
参
道

入
口
）

休
館
日
は
火
曜
日

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
35
‐
1
0
0
1

９
月
28
日
㈰
〜
10
月
31
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館　

新
城
を
中
心
に
し
た
東
三
河
の

野
生
き
の
こ
と
標
本
、
キ
ノ
コ

グ
ッ
ズ
の
展
示
。
自
然
界
の
菌

類
の
働
き
や
食
毒
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

新城駅すぐ、初回相談無料
お盆特集「家系図」作成　39,900円～

em

時対 所定￥応

時

〆

対 所応〆 ￥

対定〆他 ￥

遺言・遺産分割協議書★出前セミナー・相談会 歓迎！

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

（コメダ珈琲 隣）
新城市片山 バイパス沿い

軽さと涼しさを感じて下さい
礼服

夏
の
法
事
用
に
も

夏
の
法
事
用
に
も

夏
の
夏
の

手
当
て

手
当
て

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
ほ
か

催
し・行
事

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

　
　
　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
32
‐
0
6
4
6

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
講
師
と

し
て
勤
務
し
た
い
方
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
小
学
校

教
員
免
許
ま
た
は
、
中
学
校
教
員

免
許
を
所
有
し
、
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
32
‐
0
6
4
7

「
歩
い
て
探
そ
う
東
三
河
の
宝
史

跡
編
」（
秋
の
講
座
・
全
４
回
）

　
「
史
跡
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
三

河
各
地
の
魅
力
や
課
題
な
ど
を
検

証
し
ま
す
。

　

定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
自
然
を
テ
ー

マ
と
し
た
春
の
講
座
を
受
講
し
て

い
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。　

ど
な
た
で
も
（
東
三
河
在
住
の

方
優
先
）

50
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

無
料

９
月
24
日
㈬

各
回
と
も
現
地
集
合

問
申

鳳
TEL

問
申

鳳
TEL

TEL

FAX

市
内
小
・
中
学
校
に

勤
務
す
る
講
師
の
募
集

問
申

催
し・行
事

時

時

所

所

時所内対定￥他 持 応

他

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
２
０
１
４

問
鳳

TEL

時所内

￥

秋
の
特
別
展「
き
の
こ
」展

問
TEL

問
鳳

TEL
観
来
館
９
月
の
展
示

問
申

本
TEL

お
母
さ
ん
の
た
め
の

子
育
て
応
援
講
座

募
集

み 

に   

こ 

ん   

か 

ん

ひ 

ら 

さ 

わ       

ひ
ろ
し

い   
と 
う 

た 

け  

お

ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー　

９
月
の
行
事

第１回 10月17日㈮
午後１時30分～午後３時30分
10月31日㈮
午前10時～午後１時

長篠城址史跡
保存館駐車場
東栄グリーン
ハウス駐車場

蒲郡市中央公園

11月14日㈮
午前10時～午後１時
11月28日㈮
午後１時～午後３時

田原市博物館 田原の城下町を
めぐる
長篠城址と鳥居強右
衛門の墓を訪ねる

蒲郡の城あとを
歩く

石の造形を歩く
―振草郷の石仏めぐり―

増山偵之氏

日時 集合場所 内容 講師

第２回

第３回

第４回

ふりくさごう

ま す や ま た だ ゆ き

山内祥二氏
や ま う ちしょう じ

金田新也氏
か な   だ   し ん   や

松田　繁氏
ま つ   だ         しげる

￥

（お願い）旧市民体育館内にある教育委員会事務室は、９月
１日㈪から鳳来総合支所へ移転します。電話番号が変わり
ますので、おかけ間違いのないようお願いします。なお、
今月号に掲載している電話番号は、移転後のものです。
教育総務課　　23－7651 → 　32－0645
学校教育課　　23－7652 → 　32－0646
生涯学習課　　23－7654 → 　32－0647
文化課　　　　23－7655 → 　32－0648
スポーツ課　　23－7653 → 　32－0649TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL



　
　

　
　
　
観
光
課

　
　
　
　
32
‐
1
9
8
5

　
来
年
で
50
周
年
を
迎
え
る
「
長

篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
」
で
、
展

示
お
よ
び
小
冊
子
を
作
成
し
ま

す
。「
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
」

の
過
去
の
写
真
を
ご
提
供
く
だ
さ

い
。

※
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
写

真
も
し
く
は
写
真
デ
ー
タ
で
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
ネ
ガ

で
の
提
供
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

12
月
25
日
㈭

営
む
た
め
に
は
、
事
前
に
知
事
の

登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
屋
外
広
告
物
条
例
を
守
り
、
美

し
い
愛
知
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。愛

知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
0
5
3
3
‐
93
‐
2
1
0
2

10
月
１
日
㈬
〜
11
月
28
㈮

平
日
の
午
後
１
時
〜
５
時
５
分

※
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
も
訓

練
を
行
い
ま
す
。

し
ん
し
ろ
ド
リ
ー
ム
荘

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
書
作
成
、

表
計
算
の
実
務
的
な
操
作
技
能

の
習
得

障
害
者
手
帳
所
持
者
の
方
で
、

訓
練
場
所
ま
で
自
身
で
通
え
る

方７
人
（
面
接
で
選
考
）

受
講
に
は
公
共
職
業
安
定
所

（　

22
‐
１
１
６
０
）
で
の
求

職
登
録
が
必
要
で
す
。

無
料

９
月
３
日
㈬

　
豊
橋
市
役
所
商
工
業
振
興
課

　
　
0
5
3
2
‐
51
‐
2
4
2
5

個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ブ
な

ど
で
考
え
た
作
品
ま
た
は
ア
イ

デ
ア

作
品
部
門
（
も
の
づ
く
り
、
科

学
、
理
科
、
農
業
、
林
業
な
ど

の
分
野
に
関
す
る
も
の
）
ま
た

は
ア
イ
デ
ア
部
門
（
①
生
活
用

品
②
福
祉
医
療
用
品
③
環
境
エ

コ
用
品
④
ス
ポ
ー
ツ
学
習
用
品

⑤
そ
の
ほ
か
か
ら
選
択
）

※
作
品
部
門
は
作
品
の
写
真
を
添
付

東
三
河
地
域
に
在
住
・
在
学
の

高
校
生

応
募
用
紙
を
９
月
30
日
㈫
ま
で

に
豊
橋
市
役
所
商
工
業
振
興
課

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

郵
送
先

〒
４
４
０
‐
８
５
０
１

住
所
の
記
入
不
要

豊
橋
市
役
所
商
工
業
振
興
課

shokogyo@
city.toyohas

hi.lg.jp

選
考
方
法
や
賞
金
な
ど
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.toyohas

hi.lg.jp/7303.htm

　
　
長
寿
課

　
　
　
23
‐
7
6
8
8

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
次
の
皆
さ
ん
に
、
お
祝
い
と

し
て
「
敬
老
祝
い
金
」
を
お
贈
り

し
ま
す
。

　
　
市
民
保
険
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
8

　
井
原　
昭
氏
お
よ
び
今
泉
し
げ

み
氏
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
森

谷
京
秀
氏
（
新
城
・
片
山
）
、
菅

沼
善
子
氏
（
鳳
来
・
玖
老
勢
）

が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
全
国
の
市

町
村
に
配
置
さ
れ
、
常
に
自
由
人

権
思
想
の
普
及
と
高
揚
に
努
め
、

基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
監
視
し
ま
す
。
も

し
こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に
適

切
な
処
置
を
と
る
こ
と
が
使
命
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局
で

は
、
祝
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
と

水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
、
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局　

　
22
‐
３
８
２
２

　
　
都
市
計
画
課

　
　
　
23
‐
7
6
4
0

　
県
建
設
部
公
園
緑
地
課

　
　
0
5
2
‐
9
5
4
‐
6
6
1
2

県
新
城
設
楽
建
設
事
務
所
維
持

管
理
課

　
　
23
‐
8
6
9
0

　
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、

広
告
板
、
広
告
塔
な
ど
の
屋
外
広

告
物
の
設
置
に
は
、
街
の
美
観
や

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
屋
外
広

告
物
条
例
に
よ
る
一
定
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
と
き

は
、
事
前
に
担
当
窓
口
へ
相
談

し
、
規
制
の
内
容
に
つ
い
て
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
内
で
屋
外
広
告
業
を

問時所対定応￥〆 内
TEL

TEL

申
問

内対応他hp em

TEL

問
TEL

問
TEL

市
敬
老
金
を
お
贈
り
し
ま
す

農
業
課
（
市
地
域
農
業
再

生
協
議
会
）

　
23
‐
7
6
3
3

地
域
整
備
課

　
32
‐
1
9
8
4

地
域
整
備
課

　
37
‐
2
2
8
9

　
地
域
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
対
す
る
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
目
的

に
、
農
地
へ
の
再
生
作
業
を
行

い
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
場

合
、
作
業
内
容
に
応
じ
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
農
地

　
原
則
と
し
て
、
農
振
農
用
地
区

域
内
の
農
地
と
し
、
再
生
作
業
に

10
ア
ー
ル
あ
た
り
10
万
円
以
上
の

費
用
を
要
す
る
も
の

補
助
対
象
者

　
原
則
と
し
て
、
土
地
所
有
者
以

外
の
方

申
請
締
め
切
り

９
月
30
日
㈫

支
援
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か

募
集

そ
の
ほ
か

募
集

手
当
て

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
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催
し・行
事

催
し・行
事

広
告

広
告

佐野事務所
新城市字八幡15-14

☎0536-22-2233市役所西400m・法務局西隣

登記 相続

司 法 書 士
土地家屋調査士
行 政 書 士

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

他

　
　

　
　
議
事
調
査
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
7

　
市
議
会
９
月
定
例
会
の
様
子
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

放
送
日
時

９
月
８
日
㈪　
一
般
質
問

９
月
９
日
㈫　
一
般
質
問

９
月
10
日
㈬　
一
般
質
問（
予
備
日
）

　
い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
１
１
３
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
中
継
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　
　
都
市
計
画
課

　
　
　
23
‐
7
6
4
0

指
定
日

　
７
月
４
日
㈮

施
設
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　
新
城
市
も
っ
く
る
新
城

　
八
束
穂
字
五
反
田
３
２
９
番
地
７

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
株
式
会
社
名
鉄
レ
ス
ト
ラ
ン

指
定
の
期
間

平
成
27
年
３
月
21
日
〜
平
成
37

年
３
月
31
日

鳳来ゆ～ゆ～ありいな 〒441－1605　新城市能登瀬字壱輪23-1
☎（0536）32-2212　　ホームページ　http://www.sanyurin.jp/yuyu

9月7日（日曜日）　9時～21時
○スポーツ施設無料
○浴場施設　☆大人/ 150円（入湯税のみ）
　　　　　　☆小人・幼児　/ 無料

季節のフルーツ・野菜などの
販売や楽しいイベントをご用
意してお待ちしております。

日頃の感謝を込めて

ありいな感謝DAY

TELTELTEL

問
申

本鳳作

９
月
１
日
〜
10
日

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

県
障
害
者
委
託
訓
練

受
講
生
募
集
（
要
申
込
）

「
高
校
生
技
術
ア
イ
デ
ア

賞
」
募
集

TEL

問
本 議

会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

TEL

問
本

TEL

問
本新

し
い
人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

「
も
っ
く
る
新
城
」
の
指
定

管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

TEL

そ
の
ほ
か

問
本

TEL

問
本

菅沼善子氏
　35‐1086

す が ぬ ま よ し  こ

TEL
森谷京秀氏
　22‐3430

も り   や   た か ひ で

TEL 感謝状を受けた井原氏、今泉氏

完成イメージ（外観）完成イメージ（内観）

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

お祝いの
基準

対象年齢
区分

敬老
祝い金

卒寿の祝い 90歳（大正
13年生） 10,000円

100歳以上
の祝い

100歳以上
（大正3年生以前） 30,000円

〆
問
申

鳳
TEL

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
の

写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を

支
援
し
ま
す

TEL

問



各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集

そ
の
ほ
か

そ
の
ほ
か

募
集

手
当
て

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
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催
し・行
事

催
し・行
事

新 着 本 紹 介

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

　ダイヤモンド社　半沢　
直樹シリーズ第４弾です。

池井戸　潤／著

■「銀翼のイカロス」
一般書

　新
城
警
察
署

　
　22
‐
0
1
1
0

警
察
の 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

♯
９
１

１
０

　
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
警
察
安
全
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
警
察
安
全
相
談
と
は
、
犯
罪
な

ど
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
の
相
談
な
ど
を
言
い
ま

す
。

 

相
談
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
お

よ
び
全
警
察
署
に
「
住
民
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
全
国
共
通
の
相
談
専
用
電
話
番

号
は
「
♯
９
１
１
０
」
で
す
。

 

♯
９
１
１
０
の
か
け
方
は
、
ご

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
豊

川
地
域
事
務
所

　
　0
5
3
3
‐
85
‐
2
4
1
1

い け   い    ど  　　  じゅん

岩井敏雄／作　偕成社
■「うみの100かいだてのいえ」

かわむらげんき／作
ましこゆうき／絵　白泉社

■「ムーム」

絵　本

かしわ  ば   さ ち   こ

　ハリー・ポッターの著者が別名義で
描いたミステリーです。

ロバート・ガルブレイス／著　講談社

■「カッコウの呼び声　上下」
阿川佐和子／著　文藝春秋

■「叱られる力－聞く力２」

■「動物のふしぎ大発見」
■「おきゃくさまはルルとララ
　　　　－なんでも魔女商会21」

あ   が わ   さ     わ    こ

あんびるやすこ／作　岩崎書店
■「ハカバ・トラベル
　　　　　　えいぎょうちゅう」
柏葉幸子／作　たごもりのりこ／絵
ＢＬ出版

た か ばたけ な     お

■「セッセとヨッコラ
　　ヒョゴーどうくつのたんけん」
高畠那生／作　フレーベル館

ナツメ社
児童本

家
庭
の
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の

み
）
や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
「
１
１
０
番
」
の
前
に

「
♯
９
」
を
プ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
、

警
察
本
部
の
住
民
コ
ー
ナ
ー
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
お
よ
び

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
「
♯
９

１
１
０
」
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
、

そ
の
場
合
は
、「（
０
５
２
）
９
５

３
‐
９
１
１
０
」
へ
お
か
け
く
だ

さ
い
。

　設
楽
町
役
場
企
画
課

　
　0
5
3
6
‐
62
‐
0
5
1
4

「
設
楽
町
長
杯
健
康
づ
く
り
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」
参
加
者
募
集

10
月
23
日
㈭

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

※
プ
レ
ー
開
始
時
間
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
時
間
は
変
わ
り
ま
す
。

講
演「ゴ

ル
フ
で
健
康
づ
く
り
（
仮

称
）」（
60
分
）

小
久
保
晴
代
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
・
健
康
管
理
士
「
活

脳
塾
」
塾
長
）

※
講
師
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

１
，
０
０
０
円

プ
レ
ー
代
（
別
途
）

メ
ン
バ
ー
　
　
５
，
３
８
０
円

ビ
ジ
タ
ー
　
　
８
，
３
８
０
円

１
４
８
人
（
37
組
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。

９
月
30
日
㈫

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
　
６
イ
ン

チ
プ
レ
ー
ス

入
賞
・
参
加
賞

東
三
河
８
市
町
村
特
産
品

申
し
込
み
先

名
倉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
0
5
3
6
‐
65
‐
0
3
4
1

設
楽
町
合
併
10
周
年
記
念

プ
レ
事
業

TEL

問

［開館時間］
［休館日］

［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
月末、第３月曜日（第３月
曜日が祝日の場合は翌日）
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所で
交付の申請可。後日郵送。
ファックスで申し込めば、
一度に３冊まで各総合支所
へ届けます。

新城図書館のご案内

時講

￥〆 定

問
TEL

問
TEL

TEL

警
察
署
だ
よ
り

自
衛
官
募
集

自衛隊では、各種目の自衛官を募集しています。

防衛大学校学生
（前期）

種　目 試験日 受付期間 応募資格

11月８日㈯・
９日㈰　

11月１日㈯・
２日㈰　

10月18日㈯

９月５日㈮
～　　

９月30日㈫

防衛医科大学校
医学科学生

高卒
（見込み含む）
21歳未満の者

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）



皆さんからの情報をお待ちしています。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。

秘書広報課  　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

問 本

em

TEL

旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
新城市食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種類）を紹介します。

旬の食材を使った１品

今月の旬な食材

　夏秋なすがたくさん出荷され
て

います。

か  しゅう

食育推進キャラクター「なすぞう」
　精霊馬に乗っていて、ちょ
こまかしたマスコット的存
在。一富士、二鷹、三茄子か
らくる、縁起がいい名前。

なすなすなす

☆作り方☆

☆材料（４人分）☆ 

①なすは縦方向に６～８等分する。
②フライパンを熱してオリーブ油を入れ、①のなすを少
量ずつ全面に焦げ目がつくようにカリッと焼く。
③えのきだけは長さを半分に切ってほぐし、生しいたけ
は薄切り、にんじんは３㎝位の拍子木切りに、ねぎは
３～４㎝のぶつ切りにしておく。
④鍋に煮汁の材料を入れて火にかける。きのことにんじ
んを入れて煮る。ふつふつと煮立ってきたら水溶き片
栗粉を回し入れてとろみをつける。最後にねぎのぶつ
切りを入れて、器に盛った②にかける。

レシピ：農村輝きネット・しんしろ

なす
オリーブ油
塩・こしょう
えのきだけ
生しいたけ
ねぎ
にんじん

…………………４本
……大さじ４
……各少々
………100ｇ
………100ｇ

…………………４本
………１／４本

片栗粉
水
煮汁
酒、みりん、しょうゆ

塩
水

…………大さじ１
………………大さじ１

……………各大さじ１
………小さじ１／２
………………260㎖
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100

　
山
崎
延
吉
は
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
、
旧
加
賀
藩
士
山
崎

有
将
・
喜
久
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
東
京
帝
国
大
学

農
科
大
学
農
芸
化
学
科
（
現
東

京
農
工
大
学
）
卒
業
後
、
福

島
・
大
阪
で
の
教
員
を
経
て
愛

知
県
立
農
林
学
校
（
現
安
城
農

林
高
校
）
の
初
代
校
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
山
崎
は
大
阪
教
員

時
代
か
ら
農
民
、
農
村
の
教
育

に
情
熱
を
傾
け
る
よ
う
に
な
り
、

「
我
農
生
」（
我
は
農
に
生
ま

れ
、
我
は
農
に
生
き
、
我
は
農

を
生
か
さ
ん
）
と
い
う
号
を
使

い
ま
し
た
。
安
城
市
が
「
日
本

の
デ
ン
マ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る

農
業
先
進
地
帯
と
な
っ
た
の
は
、

山
崎
の
影
響
に
よ
り
ま
す
。

　
丸
山
　
彭
は
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
四
月
に
愛
知
県
立
農

林
学
校
予
科
に
入
学
し
、
四
年

間
青
春
時
代
を
山
崎
の
も
と
で

過
ご
し
ま
し
た
。
彭
は
影
響
を

受
け
た
人
物
、
尊
敬
す
る
人
と

し
て
、
山
崎
の
名
を
あ
げ
、
そ

の
印
象
を
「
生
徒
に
と
っ
て
神

様
で
あ
り
、
自
分
が
年
を
と

り
、
経
験
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

そ
の
偉
大
さ
が
身
に
し
み
る
。」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
山
崎
は
そ
の
後
、
自
ら
の
信

条
で
あ
る
「
農
村
の
教
育
」
を

実
践
す
る
た
め
、
大
正
九
年（
一

九
二
〇
）
安
城
農
林
を
や
め
現

在
の
鈴
鹿
市
に
「
神
風
義
塾
」

を
創
設
し
、
農
村
教
育
の
実
現

を
図
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
長
篠
城
址
史
跡
保
存

館
開
館
五
〇
周
年
で
す
。
保
存

館
で
は
記
念
事
業
と
し
て
、
夏

の
特
別
展
「
丸
山
彭
の
恩
師
山

崎
延
吉
展
」
を
９
月
１
日
㈪
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

初
代
館
長

　丸
山

　彭の
恩
師

山
崎 

延
吉

や 

ま   

ざ 

き        

え 

ん    

き 

ち

文
化
課

　
　32
‐
0
6
4
8

問
鳳

TEL

ほ 

う

あ 

り 

ま 

さ
が    

の 

う  

せ 

い

し 

ん 

ぷ 

う   

ぎ  

じ
ゅ
く

 

き     

く



a la carteしんしろ・知ろう

まちの話題まちの話題まちの話題

　設楽原古戦場を舞台に、地元
児童・生徒による武者行列や創
作演舞、鉄砲隊による火縄銃演
武が行われ、当時の様子が再現
されました。
　県内外から集まった観客か
ら、大きな拍手や歓声が上がっ
ていました。

設楽原
決戦場まつり
いざ出陣！
７月６日㈰

７月19日㈯、20日㈰

７月25日㈮、26日㈯

　県内最大規模を誇る自転車ロード
レース「ツール・ド・新城」が開催さ
れました。新城総合公園内や一般公道
を自転車で走行し、その距離やタイム
を競い合う大会で、およそ800人が出
場しました。

　全国高校総体自転車競技
大会へ出場する桜ヶ丘高
校・大谷杏奈さん（千郷在
住）がゲストランナーとし
て出場しました。

800人が競い合う

７月21日㈷

　しんしろ紅茶に親しんでもらおうと、「ＭＹ紅
茶作り体験」を行いました。参加者たちは、茶葉
を手摘みして、手もみや発酵、乾燥まで、紅茶が
できるまでの一連の流れを体験しました。
　自分で作った紅茶の味は格別で、参加者たちは
美味しそうに飲んでいました。

　黄柳川小学校の校舎が、優れた木造建築物を審査する「平成26年度木材利用優良施設コンクール」で
農林水産大臣賞に選ばれました。地元の木材をふんだんに利用し、周囲の景観にマッチしていること、ま
た、内部空間は、まるで森の中にいるような広がりと優しさを感じられることなどが受賞理由となったよ
うです。平成22年度から26年３月までに建設された木造建築物、内装材利用施設（住宅など個人供用の
ものを除く）、木造街づくり施設の応募107点からトップの賞に選ばれました。

My紅茶作り
黄柳川小校舎　農林水産大臣賞受賞

　鳳来寺・海老・連谷小学校の3年生以上30人が合同で、野外宿泊体験学習を行いました。学習の一環
として訪れた千枚田では、千枚田の歴史やそこに生息する生き物の生態などを学びました。とても暑い日
となりましたが、友だちと一緒に過ごした2日間は良い思い出となったようです。

3校合同で
野外宿泊体験学習

７月26日㈯

　市リフレッシュセンターで、つくでの森
の音楽祭「さぎ草コンサート」が行われま
した。参加者たちは、インドネシア・ジャ
ワ島の伝統舞踊と、アジアのオーケストラ
と呼ばれる青銅打楽器を中心としたガムラ
ンの演奏を楽しんでいる様子でした。

つくでの森の音楽祭
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今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
苗
箱　
・
勉
強
机

・
オ
ル
ガ
ン　
・
花
器

・
空
気
清
浄
器　
・
じ
ゅ
う
た
ん

・
パ
イ
プ
ハ
ン
ガ
ー

・
電
気
生
ご
み
処
理
機

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
園
芸
用
支
柱　
・
バ
イ
オ
リ
ン

・
特
大
植
林
用
プ
ラ
ン
タ
ー

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
④
品
名
と
特
徴
を
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
22
‐
0
5
2
1

clean-center@city.shinshiro.lg.jp

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
て

Ｔ
Ｏ
Ｐ
↓
く
ら
し
・
環
境
↓
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル 

↓ 

リ
ユ
ー
ス

の
広
場

TEL
emhp

　
家
の
軒
先
や
生
垣
、
庭
木
な
ど
、

生
活
に
支
障
が
あ
る
場
所
に
で
き
た

「
ハ
チ
の
巣
」
は
、
専
門
業
者
に
お

願
い
す
る
な
ど
し
て
早
め
に
駆
除
し

ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
敷
地
内
の
巣
は

所
有
者
、
管
理
者
で
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は

●
ハ
チ
の
巣
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
チ
は
黒
っ
ぽ
い
も
の
に
強
く
反
応

し
ま
す
。
近
く
で
作
業
す
る
と
き

や
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
と
き
は
、

黒
っ
ぽ
い
服
装
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
野
外
に
出
掛
け
る
と
き
は
、
刺
激

の
強
い
香
水
・
化
粧
品
な
ど
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

●
野
外
活
動
中
に
ハ
チ
と
遭
遇
し
た

と
き
は
、
大
声
で
騒
い
だ
り
、
手

で
追
い
払
う
行
為
は
危
険
で
す
。

姿
勢
を
低
く
し
、
速
や
か
に
そ
の

場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
む
と
き

は
、
ハ
チ
が
甘
い
匂
い
に
引
き
寄

せ
ら
れ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
濯
物
な
ど
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

女
性
の
た
め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
座９

月
10
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

豊
川
商
工
会
議
所　
第
１
会
議
室

午
前　
講
演

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賢
く
節

約
す
る
方
法
」

講
師　
　
岡
本 

明
子　
氏

午
後　
見
学
会

・
太
陽
光
発
電
所
（
豊
川
市
）

・
小
水
力
発
電
所
（
蒲
郡
市
）

・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
（
豊
橋
市
）

女
性

40
人

無
料

９
月
８
日
㈪

地
域
の
持
続
的
な
発
展
基
盤
支

援
活
動
共
同
企
業
体
㈱
サ
イ
エ

ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
内

　
０
５
３
２
‐
44
‐
１
１
１
０

saisei@
tsc.co.jp

http://w
w
w
.tsc.co.jp

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
ハ
チ
の
駆
除
」に

つ
い
て
お
知
ら
せ

９
月
は「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
推
進
月
間
」で
す

　
国
で
は
、
毎
年
９
月
を
「
オ
ゾ
ン
層

保
護
対
策
推
進
月
間
」
と
し
て
、
オ
ゾ

ン
層
保
護
や
フ
ロ
ン
な
ど
の
対
策
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
連
環
境
計

画
で
は
、
９
月
16
日
を
「
国
際
オ
ゾ
ン

層
保
護
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
と
は

　
「
オ
ゾ
ン
（
Ｏ
３
）」は
、
地
表
か
ら

約
10
〜
50
㎞
上
空
の
成
層
圏
に
多
く
存

在
し
、
こ
の
オ
ゾ
ン
が
多
く
集
ま
る
層

の
こ
と
を
オ
ゾ
ン
層
と
呼
び
ま
す
。
こ

の
オ
ゾ
ン
層
は
、
太
陽
光
に
含
ま
れ
る

有
害
な
紫
外
線
の
大
部
分
を
吸
収
し
、

地
球
上
の
生
物
を
守
る
バ
リ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
フ
ロ
ン
な
ど
の
オ
ゾ
ン
層

破
壊
物
質
に
よ
っ
て
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

が
進
み
、
南
極
上
空
で
は
、
毎
年
８
〜

12
月
頃
に
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
（
オ
ゾ
ン
の

濃
度
が
極
端
に
減
っ
た
状
態
）
が
観
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ン
と
は

 

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
の
中
に
あ
っ
て

熱
を
効
率
よ
く
運
ん
で
く
れ
る
化
学
物

質
で
、
人
体
に
は
無
害
で
す
。

　
フ
ロ
ン
の
一
部
の
種
類
は
、
空
気
中

に
出
た
場
合
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
て

し
ま
う
た
め
生
産
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
前
の
フ
ロ
ン
は
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
機
器
の
中
で
ま
だ
ま
だ
働
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し

な
い
代
替
フ
ロ
ン
で
も
、
地
球
温
暖
化

を
引
き
起
こ
す
も
の
が
あ
る
た
め
、
空

気
中
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ロ
ン
を
き
ち
ん
と
管
理
し
、
漏
ら

さ
ず
に
回
収
す
る
こ
と
は
、
地
球
を
守

る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
と
っ
て
も

大
事
な
心
掛
け
で
す
。

時所内定申
問

〆 ￥ 対
hp em

南極域のオゾンホールが現れる前の1979年と2013年それぞれの10月の平均オゾン全量
の南半球分布。220m atm-cm以下の領域がオゾンホール。米国航空宇宙局（NASA）
提供の衛星データをもとに気象庁が作成。出典：気象庁ホームページより

TEL

　
最
近
、「
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
、
よ
そ
の
地
区
の
方

が
ご
み
を
出
し
て
い
る
よ
う
で

困
る
」
と
い
っ
た
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置

は
、
地
元
の
方
が
出
し
や
す
い

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
通
勤
途
上
で
便
利
だ
か
ら
」

「
自
分
の
都
合
で
曜
日
が
合
わ

な
い
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
、
自
分
の
地
区

以
外
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

ご
み
を
出
す
こ
と
は
マ
ナ
ー
違

反
で
す
。

　
ご
み
を
出
す
と
き
の
ル
ー
ル

を
今
一
度
、「
資
源
・
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
」
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
み
出
し
に
も

　
　
マ
ナ
ー
と
心
掛
け

紙
類
の
資
源
化
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
の
紙

類
を
資
源
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
紙
類
を
燃
や
す
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
る
方
が
依
然
と
し
て
多
い
の

が
現
状
で
す
。

紙
類
を
資
源
化
す
る
理
由

１　
燃
や
す
ご
み
を
減
ら
す
た
め

　
市
で
回
収
し
て
い
る
燃
や
す
ご
み
の

約
４
割
が
紙
ご
み
で
し
た
。（
左
の
グ

ラ
フ
参
照
）

２　
再
生
利
用
を
推
進
す
る
た
め

　
紙
類
の
う
ち
多
く
の
古
紙
は
再
生
紙

と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
紙
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
木
の

パ
ル
プ
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
で
、
森

林
資
源
の
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。

資
源
化
す
る
際
の
注
意
点

　
市
で
は
、
紙
類
を
左
の
５
分
類
に
分

別
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
種
類
の
異
な
る
紙
が
入
る

と
、
再
生
効
率
が
低
下
し
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

　
紙
類
の
５
分
類

　
　

１　

新
聞
・
広
告
紙

　
　

２　

雑
誌
・
封
筒
・
雑
紙

　
　

３　

ダ
ン
ボ
ー
ル

　
　

４　

牛
乳
パ
ッ
ク

　
　

５　

紙
製
容
器
包
装

　

ま
た
、
資
源
と
し
て
出
せ
な
い
紙

は
、
次
の
通
り
で
す

　
資
源
と
し
て
出
せ
な
い
紙

・ 

耐
水
加
工
さ
れ
た
紙

（
例
）
紙
コ
ッ
プ
、
ア
イ
ス
カ
ッ

プ
・ 

粘
着
物
や
匂
い
の
つ
い
た
紙

（
例
）
宅
配
伝
票
、
圧
着
は
が

き
、
シ
ー
ル
、
線
香
や
洗
剤
の

箱
・ 

感
熱
紙
や
カ
ー
ボ
ン
紙

・ 

ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
紙

生ごみの組成割合（平成25年度平均）

紙類
43%

木、竹、
わら類13%

ちゅう芥類
12%

不燃物類１% その他３%

ビニール、
合成樹脂類、
ゴム、布革類
22% 布類

６%
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